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※お手数をおかけ致しますが、掲載紙・誌を
お送りくださいますようお願い申し上げます。
掲載部分をファクシミリにてお送りいただい
ても結構です。

広報担当：原田･大内・市川・浅田
Tel.03-5615-8524／Fax 03-5615-8539
Mail.

プレスリリース

ＳＣ販売統計調査報告2017年3月 既存SC前年同月比 ：＋０．３％

東日本のＳＣが牽引し5ヶ月ぶりに前年同月比プラス

＜全体概況＞
• 3月度はキーテナントのマイナスをテナントがカバーし、総合で10月度以来5ヶ月ぶりのプラスとなった（11月度は
±0.0%)。既存SC売上高の伸長率は総合で前年同月比0.3%と前月(▲3.2%)から3.5ポイント改善した。テナントは
0.9%で前月(▲3.0%)から3.9ポイント増と12月以来3ヶ月ぶりのプラスとなった。キーテナントは▲2.0%と前年を下
回ったものの、前月(▲4.1%)から2.1ポイント改善した。

• 立地別の総合では、中心地域が同0.2%、周辺地域が0.4%となった。駅近くの施設が比較的好調であった中心地域/

大都市はキーテナントが同3.8%となり前月(同3.6%)に引続き好調を維持した。
• ・地域別では、天候の影響もあり春物衣料の販売動向に地域差がみられた。前年同月比では、九州・沖縄が1.8%だっ
たほか、気温が上昇した北日本や関東を中心に北海道(3.1%)、東北(0.6%)、関東(1.0%)と前年を上回った。一方で、
気温が低かった西日本では、中部(▲0.4%)、北陸(▲1.1%)、近畿(▲0.9%)、中国(▲1.6%)、四国(▲2.6%)と前年を
下回った。

• ・都市規模別では、政令指定都市で総合0.2%、その他の地域で同0.4%となり、地方都市が大都市を上回った。しかし、
テナントとキーテナントの伸長率を比較すると政令指定都市ではテナント0.3%、キーテナント▲0.2%とともに前年並で
あるが、地方都市ではテナント1.4%と前年を上回ったが、キーテナント▲2.7%と前年を大きく下回った。地方都市の
キーのマイナスの要因のひとつとして、ＧＭＳの不振も影響したと考えられる。

• ・業種毎の好調・不振をみると、テナントは飲食とサービスが好調、特に飲食は前月と比較して好調と回答したＳＣが増
加した。キーテナントは食品関連が好調だった。一方で婦人衣料はテナントとキーテナントともに不振との回答がみら
れた。

＜トピックス＞
3月度は春物衣料の販売が増える時期であるが、このタイミングにあわせて気温が上昇した北日本を中心に好調なＳＣが
みられた。一方で平均気温が低かった西日本を中心に前年を下回るＳＣがみられた。また、春休みを中心に開始されたイ
ベントをきっかけに、ＳＣで食事を楽しむ家族が増加したことも飲食の好調に繋がった。
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